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私
が
、
在
コ
ロ
ン
ビ
ア
日
本
国
大
使
館
に
駐
在
し

た
の
は
1
9
9
5
年
～
1
9
9
8
年
。
こ
の
頃

の
コ
ロ
ン
ビ
ア
と
言
え
ば
、
メ
デ
ジ
ン
・
カ
リ
カ

ル
テ
ル
に
よ
る
大
規
模
な
麻
薬
製
造
密
輸
に
加
え
、

F
A
R
C
や
E
L
N
な
ど
の
左
翼
系
ゲ
リ
ラ
や
右

派
系
自
警
団
に
よ
る
テ
ロ
や
外
国
人
誘
拐
が
地
方
の

幹
線
道
路
や
山
間
部
で
頻
繁
に
起
こ
る
な
ど
、
安
全

第
一
を
優
先
す
る
日
本
人
に
と
っ
て
は
、
政
情
不
安

定
な
国
だ
っ
た
。
在
留
邦
人
は
約
1
’
3
0
0
人
で

あ
っ
た
が
、
夜
間
や
車
で
の
長
距
離
移
動
は
極
力
控

え
る
よ
う
、
し
ば
し
ば
大
使
館
か
ら
警
報
を
鳴
ら
し

て
い
た
。
私
自
身
も
、
安
心
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る

昼
間
の
買
い
物
や
食
事
の
時
で
さ
え
も
、
頭
の
片
隅

で
常
に
緊
張
し
て
い
た
と
記
憶
す
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
治
安
状
況
は
一
変
す
る
。
2
0
0
2

年
に
ウ
リ
ベ
大
統
領
が
誕
生
し
、
40
年
以
上
続
い
た

武
装
勢
力
と
の
対
立
が
解
消
に
向
か
い
、
治
安
回
復

に
成
功
し
た
か
ら
だ
。
ウ
リ
ベ
大
統
領
の
治
安
対
策

は
、
非
合
法
武
装
勢
力
に
対
し
て
軍
事
的
圧
力
を
強

め
つ
つ
、
左
派
と
の
和
平
プ
ロ
セ
ス
を
行
う
と
と
も

に
、
右
派
の
武
装
放
棄
も
2
0
0
6
年
に
実
現
し

た
。
当
初
予
想
を
上
回
る
3
万
人
が
武
装
解
除
に
応

じ
、
続
々
と
社
会
復
帰
が
実
現
し
た
模
様
で
、
現
に
、

テ
ロ
発
生
件
数
は
、
2
0
0
2
年
の
1
’
6
4
5

件
が
、
2
0
0
8
年
に
は
3
4
7
件
へ
と
、
山
間

部
や
過
疎
地
域
の
一
部
を
除
き
劇
的
に
減
少
し
た
。

第
１
図
は
、
今
年
4
月
時
点
で
の
外
務
省
渡
航
基
準

情
報
で
あ
る
が
、私
が
い
た
当
時
は
図
中
の
赤
色
（
避

難
勧
告
）
が
国
中
に
染
ま
っ
て
い
た
こ
と
と
比
べ
る

と
、
治
安
が
劇
的
に
回
復
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

最
近
帰
国
し
た
元
大
使
館
員
の
話
に
よ
れ
ば
、
当
時
、

渡
航
は
あ
り
得
な
い
F
A
R
C
発
祥
の
地
で
あ
る

サ
ン
・
ア
グ
ス
テ
ィ
ン
に
も
大
使
と
行
け
た
そ
う
で
、

J
I
C
A
活
動
範
囲
も
メ
デ
ジ
ン
や
レ
テ
ィ
シ
ア
ま

で
拡
張
さ
れ
た
模
様
だ
。

　

ま
た
、
2
0
0
2
年
に
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
下
、
麻

薬
撲
滅
の
見
返
り
に
代
替
作
物
化
等
を
図
る
た

め
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
な
ど
南
米
4
カ
国
か
ら
の
対
米

貿
易
に
関
す
る
関
税
特
恵
を
付
与
す
る
ア
ン
デ
ス

貿
易
促
進
・
麻
薬
撲
滅

法
（
A
T
P
D
E
A
）
が

施
行
さ
れ
た
が
、
こ
の
法

は
オ
バ
マ
政
権
に
も
引
き

継
が
れ
、
2
0
1
0
年

12
月
ま
で
の
延
期
が
米
国

議
会
で
承
認
さ
れ
た
ば
か

り
だ
。
こ
の
法
に
よ
り
、

4
カ
国
か
ら
の
約
6
’

3
0
0
品
目
が
米
国
の

関
税
自
由
化
の
対
象
と
な

り
、
2
0
0
8
年
の
対

米
輸
出
は
ア
ン
デ
ス
全
体

で
１
３
’
0
1
2
百
万

ド
ル
に
昇
っ
た
。
う
ち

コ
ロ
ン
ビ
ア
が
4
’
9
7
1
百
万
ド
ル
と
約
4

割
を
占
め
る
な
ど
、
麻
薬
撲
滅
の
見
返
り
に
よ
る

対
米
貿
易
が
有
効
に
働
い
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ

る
。
特
に
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
産
バ
ラ
の
対
米
輸
出
は

2
0
0
8
/
2
0
0
2
年
比
で
、
約
2
倍
の
急
成
長

を
遂
げ
て
い
る
。

　

一
方
、
対
日
貿
易
は
、

2
0
0
0
～
2
0
0
9
年
で
、

日
本
か
ら
の
輸
出
は
平
均
1
’

8
3
1
億
円
（
主
に
輸
送
用

機
器
、
鉄
鋼
、
一
般
機
械
、
ゴ

ム
製
品
等
）
と
工
業
製
品
が
主

力
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
コ
ロ

ン
ビ
ア
か
ら
の
輸
入
は
平
均

7
2
4
億
円
で
、
主
に
コ
ー

ヒ
ー
、
切
り
花
等
の
農
産
物
が

特
徴
的
と
な
っ
て
い
る
が
、
コ

ロ
ン
ビ
ア
の
国
別
輸
出
額
シ
ェ

ア
は
、
対
米
が
37
％
、
対
Ｅ
Ｕ

が
13
％
、
対
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
が

16
％
に
比
べ
れ
ば
、
対
日
シ
ェ

ア
は
わ
ず
か
1
％
と
貿
易
幅
は
小
さ
い
。

　

し
か
し
、
コ
ー
ヒ
ー
生
産
世
界
第
3
位
の
国
で
あ

る
こ
と
に
加
え
、
日
本
の
輸
入
量
の
約
2
割
が
コ
ロ

ン
ビ
ア
産
で
あ
る
こ
と
は
、
コ
ー
ヒ
ー
を
愛
飲
す
る

日
本
人
に
と
っ
て
は
、
こ
の
国
が
な
く
て
は
な
ら
な

い
存
在
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
第
２
図

参
照
。

　

ま
た
、「
母
の
日
」
は
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
定
番

で
あ
る
が
、
こ
の
花
の
国
内
市
場
は
2
2
0
億
円

（
約
5
億
本
）
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
1
/
4
が

輸
入
も
の
で
あ
り
、
更
に
そ
の
7
割
が
コ
ロ
ン
ビ
ア

産
で
あ
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
5
本

に
1
本
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
産
な
の
だ
。
第
３
図
参
照
。

　

他
に
も
、
石
油
・
鉱
物
資
源
、
農
産
物
資
源
、
自

然
環
境
資
源
が
ま
だ
ま
だ
豊
富
に
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
治
安
不
安
定
で
そ
れ
ら
の
有
効
利
用
が
遅

れ
て
い
た
だ
け
に
、
こ
の
国
が
治
安
回
復
に
成
功
し

た
今
、
対
日
貿
易
も
含
め
、
今
後
の
発
展
・
動
向
に

注
視
し
て
み
た
い
。

第１図　コロンビアの治安状況2010/04/30時点情報
出典 : 外務省HP資料 .
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第2図　日本のコーヒー生豆の国別輸入量　2006年
資料 : 財務省「通関統計」より作成 .

第3図　日本におけるｶｰﾈｰｼｮﾝの国別輸入額・2009年
資料 :H22 年東京税関資料より作成 .


